
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇

ウラジロチチコグサ （　　　　キク科　）

別名： アメリカチチコグサ

分布： 本州・四国・九州

Gnaphalium coarctata

主な生育場所

名前の由来：

＜生活史＞

生育期

開花・
結実期

地方の例(目安）

１年あたり　　　　　　　世代

＜一言うんちく＞

＜人との関わり合い＞

　田畑の畦、道ばた、堤防、芝地、公園、

庭先、果樹園、荒れ地、植え込みの下、

コンクリの隙間など。種子が風散布され

るので、乾いていて日が少しでもあたる

土地ならどこでも侵入・生育する。

　　　　　　　　　チチコグサ（右下写真）に似て、葉

の裏面がチチコグサよりも白く見えることから裏

白チチコグサ。また別名は、南アメリカ原産から。

　南アメリカ原産の多年生。高さ30～

80cmほど。茎は基部から短く横に

這って分株をつくる。葉はヘラ状で表

面は光沢のあるやや明るい緑色，裏

面には密着した白毛が密生し，白く見

える。ロゼット葉で越冬。茎につく葉の

縁は波打つ。茎の上部に多数の花を

集めた頭状花をつけ，総苞片は光沢

のある緑色。種子には冠毛がある。

　基部から枝分かれし，地面に張り付くように密に分株を形成しながら広がり、

踏みつけや刈り込みに対しても強く，果樹園や畑地，芝地で害草となることがあ

る。また除草剤に対しても枯れにくいことから，ゴルフ場などでは近年増加して

いるようだ。ただし，耕起には弱く頻繁に作付けするような畑には見られない。

　同属のハハコグサは春の七草のひとつとなっていますが，同じように在来種であるチチコグサや外来種のウラジロチチコグサ

などを食べたり薬用に利用した記録はない。ただ，庭先などで冬期に光沢のある明るい緑色の葉を広げているロゼットの姿は

よく目立ち，名前は知らずとも憶えのある方も増えてきているのではないだろうか。お正月飾りに使われるウラジロなどに通じ，

どこかすがすがしさや縁起物を感じさせてくれる草花である。

チチコグサの仲間には外来種が多いのですが，最近（昭和40年代後半ご

ろ）定着するようになった新参者です。急速に分布を拡げており，他のチ

チコグサの仲間よりも花期が長く遅くまで花をつけていることから，各地

の庭先などにも葉の裏が白いロゼットが目立つようになってきました。

【季語：春　※チチコグサ】　ウラジロチチコグサの季語は不明。

父子草父の寡黙をわれも享く　（椎木万紀子）　　　たまさかに子と野に出れば父子草　（轡田 進）

けぶれるは羅漢の山の父子草　（原田　喬） 父子草母子草その話せん  （高野素十）

父子草もどきが飛ばす梅雨の絮　（青木重行）

＜農業との関係＞

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月10月 １１月12月

＜俳句や短歌への登場＞

　　　　　　　　チチコグサの葉は線形でウラジロチチコグサよりも細い。また葉の裏面

はウラジロチチコグサ同様白っぽくなるが，葉の表の色は濃緑色。チチコグサモドキ

の葉は幅広いが葉の裏面はあまり白くならず，葉の表面にふんわりした毛が多い。

ロゼット葉の裏面には密な白毛があり白い

チチコグサとチチコグサのロゼット

（左下）

特　徴

関東

越年1

裏白父子草

　学名：
グナファリウム　コアルクタータ

初夏から秋にかけて長期間開花がみられる

＜類似種＞

「農村工学研究部門メールマガジン」第117号(2019年12月号)




